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平成 26 年 1 月 10 日

自賠責（健保準拠）第三者行為対応に伴うユーザカスタマイズ留意事項

平成２６年１月２８日に、自賠責（健保準拠）第三者行為対応のパッチ提供（ver4.7）を予定し

ています。第三者行為対応において、診療録（カルテ１号紙）・処方せん（院外）・請求書兼領収書

のプログラム対応を行いました。診療録（カルテ１号紙）・処方せん（院外）・請求書兼領収書のユ

ーザカスタマイズを行っている場合は、以下の URL の内容を参考に必要に応じてカスタマイズプロ

グラムの修正をお願い致します。

尚、自賠責（健保準拠）第三者行為対応資料は、パッチ提供時に公開を予定しています。

（１）診療録（カルテ１号紙）

外来カルテ：参考プログラム ORCHC01.CBL の ver4.7 対応 URL

http://cvs.orca.med.or.jp/cgi-bin/cvsweb/jma-receipt/cobol/common/ORCHC01.CBL?cvsroot=loc

al&r1=1.38.4.1&r2=1.38.4.2

入院カルテ：参考プログラム ORCHCN01.CBL の ver4.7 対応 URL

http://cvs.orca.med.or.jp/cgi-bin/cvsweb/jma-receipt/cobol/common/ORCHCN01.CBL?cvsroot=lo

cal&r1=1.20&r2=1.20.6.1

＜対応内容＞

ア）外来カルテは、備考欄に「第三者行為（傷病の部位）」を印字します。

公費負担者番号・受給者番号欄は空欄とします。

イ）入院カルテは、備考欄がない為、レイアウト右上枠外に印字項目を追加します。

その項目に「第三者行為（傷病の部位）」を印字します。

公費負担者番号・受給者番号欄は空欄とします。

ウ）「第三者行為（傷病の部位）」の印字位置に関して、システム管理「1910 プログラムオ

プション情報」のカルテのオプションに「DAISANKBN」を追加します。

「1」を設定した場合、印字位置を変更し、公費負担者番号欄に「第三者行為」、公費

受給者番号欄に「（傷病の部位）」を印字します。

エ）システム管理「1910 プログラムオプション情報」のカルテのオプション「HKNCOMBIKBN」

（保険適応病名編集）に「1」又は「2」を設定した場合、該当の第三者行為の病名のみ

印字します。

http://cvs.orca.med.or.jp/cgi-bin/cvsweb/jma-receipt/cobol/common/ORCHC01.CBL?cvsroot=local&r1=1.38.4.1&r2=1.38.4.2
http://cvs.orca.med.or.jp/cgi-bin/cvsweb/jma-receipt/cobol/common/ORCHC01.CBL?cvsroot=local&r1=1.38.4.1&r2=1.38.4.2
http://cvs.orca.med.or.jp/cgi-bin/cvsweb/jma-receipt/cobol/common/ORCHCN01.CBL?cvsroot=local&r1=1.20&r2=1.20.6.1
http://cvs.orca.med.or.jp/cgi-bin/cvsweb/jma-receipt/cobol/common/ORCHCN01.CBL?cvsroot=local&r1=1.20&r2=1.20.6.1
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（２）処方せん（院外）

参考プログラム ORCHC02QV02.CBL の ver4.7 対応 URL

http://cvs.orca.med.or.jp/cgi-bin/cvsweb/jma-receipt/cobol/common/ORCHC02QV02.CBL?cvsroot

=local&r1=1.18.2.1&r2=1.18.2.2

＜対応内容＞

備考欄に「第三者行為」を印字します。公費負担者番号・受給者番号欄は空欄とします。

※ ORCHC02V02.CBL ORCHCM19V02.CBL についても同様の対応を行っています。

（３）請求書兼領収書

外来請求書兼領収書：参考プログラム ORCHC03V03.CBL の ver4.7 対応 URL

http://cvs.orca.med.or.jp/cgi-bin/cvsweb/jma-receipt/cobol/common/ORCHC03V03.CBL?cvsroot=

local&r1=1.53.2.1&r2=1.53.2.2

入院請求書兼領収書：参考プログラム ORCHCN03V03.CBL の ver4.7 対応 URL

http://cvs.orca.med.or.jp/cgi-bin/cvsweb/jma-receipt/cobol/common/ORCHCN03V03.CBL?cvsroot

=local&r1=1.39.2.2&r2=1.39.2.3

＜対応内容＞

ア）医療費の患者窓口負担が発生する場合、請求書兼領収書の保険分負担金額欄に、

【負担割合相当額１円単位】＋【医保レセプトで請求しない文書料等の金額】の合算額を

印字します。

イ）システム管理「4001 労災自賠医療機関情報」の診察料等記載の設定が「２記載あり」の

場合、かつ、医保レセプトで請求しない文書料等の金額が０円でない場合、保険分負担金

額欄の下段に「（内自賠文書等）」の文言と医保レセプトで請求しない文書料等の金額を印

字します。

【補足】

１）自賠責（健保準拠）第三者行為の診療行為入力について

患者登録において、医保＋「９７０第三者行為」の保険組み合わせを作成し、

その保険組み合わせを使用して診療行為入力を行って頂きます。

２）保険番号マスタ「９７０第三者行為」及び、診療録（カルテ１号紙）のプログラム

オプションデータは、パッチ提供と併せてマスタ更新データを提供致します。

http://cvs.orca.med.or.jp/cgi-bin/cvsweb/jma-receipt/cobol/common/ORCHC02QV02.CBL?cvsroot=local&r1=1.18.2.1&r2=1.18.2.2
http://cvs.orca.med.or.jp/cgi-bin/cvsweb/jma-receipt/cobol/common/ORCHC02QV02.CBL?cvsroot=local&r1=1.18.2.1&r2=1.18.2.2
http://cvs.orca.med.or.jp/cgi-bin/cvsweb/jma-receipt/cobol/common/ORCHC03V03.CBL?cvsroot=local&r1=1.53.2.1&r2=1.53.2.2
http://cvs.orca.med.or.jp/cgi-bin/cvsweb/jma-receipt/cobol/common/ORCHC03V03.CBL?cvsroot=local&r1=1.53.2.1&r2=1.53.2.2
http://cvs.orca.med.or.jp/cgi-bin/cvsweb/jma-receipt/cobol/common/ORCHCN03V03.CBL?cvsroot=local&r1=1.39.2.2&r2=1.39.2.3
http://cvs.orca.med.or.jp/cgi-bin/cvsweb/jma-receipt/cobol/common/ORCHCN03V03.CBL?cvsroot=local&r1=1.39.2.2&r2=1.39.2.3

